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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・相談室に医療福祉学会の抄録集がある為、各自持って行ってください。訂正箇所について周知をお願いします。
・11月分の経過録の提出期限は12/6までになります。
・11/8（火）実地指導があるため、書類等（疾患別診療計画書、指示箋など）の不備がないように確認作業を進めて下さい。

・11/3（木）13時から法人研修があるため、欠席する際は出欠表に入力してください。

　デイケア残り番→戸賀沢、デイナイトケア残り番→服部、工藤

・新しく配属されたスタッフがいるため、緊急連絡網が変更となると思われます。各自、変更後は確認するようにしてください。

＜利用者様情報＞

デイケア

・鈴木　知子　様～本人よりデイケア正式利用について「何か必要な物ありますか」と問い合わせがあり、来所時に契約書等を記載して頂くことを伝えている。正式利用開始に伴い不安や問題はないとのことで、何か確認したいことがある際には連絡するよう促している。11/2来所するとのことで、同日より正式利用開始予定としている。

・小泉　晋哉　様～昨日、昼食準備中に、左手第1指と第2指の間を包丁で切り、救急車で五戸総合病院受診し、3針縫ったとのこと。本日も消毒のため受診するとのことで欠席している。その際、月曜日は運動プログラムの日で怪我をして参加出来ないので欠席し火曜日利用すると話しているため、運動プログラムに参加出来ない場合には他のプログラムに参加出来ることを説明している。月曜日欠席する場合には当日連絡するよう伝えている。

・我満　奈津紀様～昨日より不正出血があり、出血量が増えたため本日婦人科受診し、細胞診を行なって来たとの事。胃カメラ検査予定であったが、一緒に行うと具合が悪くなることもある為、明日に延期したため、明日のデイケア利用を欠席するとのこと。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～昨日デイナイトケア利用時の様子として、階段付近にいることが多く職員が介入している。青風荘より情報提供があり、帰荘後は電子錠付近で過ごす様子があり、姉様に電話をかけるが良い返事をもらえず「帰りたい」と帰宅要求があったとのこと。本日はデイナイトケアで落ち着いて過ごしているが、引き続き所在確認を行っていく。

・古舘　正行　様～昨日皮膚科を受診している。足の爪に水虫があるとのとで、治療を継続していく予定となっている。

・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供がある。昨日帰荘後、デイナイトケア利用者様（稲垣フキ様）とお菓子の交換をしていたとのこと。指導を受けている。本日は落ち着いて過ごすことができているが、引き続き対人トラブルがないよう観察を行っていく。

ナイトケア
・関　秀治　　様～GH世話人より情報提供がある。11月より毎週土曜日も仕事を行うことになったとのこと。昨日本人からも報告があり、仕事について不安感はなく大丈夫だと話している。疲労感がある際は様子を見ながらナイトケアを利用することや、休養がとりたい場合はスタッフへ声を掛けてほしいことを伝えている。スタッフも上記に留意して関わりをもっていく。

・中居　美津子様～医療費滞納について本日、通所・小嶋ＳＧＭとＳＷ・西舘氏、医事・神氏で面談を行う。3人の顔ぶれを見て、たじろぐ様な様子がある。

医療費について「整形が終わったら1000円ずつ払います」等といろいろ話す様子があるが、最終的には上限額5000円+返済額5000円という

ことで約束をする。また、ナイトケア利用者様（下妻康貴様）への貢物については本人が欲しいといったからではなく家族だから、DNAが一緒だからという理由であげているとのこと。医療費が滞納し、自分のことが出来ない状態で他人のことを世話するのは違うのではと伝え、下妻様には一切物をあげないことで約束をしている。今回本人より同意を得た内容は①毎月1万円を医事課で支払をする(１１月から開始)。②他利用者様にパンやお菓子類の差し入れを一切せず、医療費滞納にまわす。という点である。上記の内容に留意し、今後ナイトケア利用時に物のやり取りがあった際は注意を行っていく。

＜外来情報＞

・冨田　紀子様　～体重について現在41㎏と報告をしている。GHでの生活状況として3人で炊事係を行っていると話している。

・奥山　依以子様～自ら服薬ボードに薬をセットし忘れたと報告をしている。

・坂本　健治　様～柿の木苑での就労について現在は週4日だが、来年から週5日利用となる。仕事はまずまずで、幻聴はあるが対処できている。英検を取得するために勉強中であると報告をしている。

・中居　美津子様～本日の業務内容について「寒いのにアイスコーヒーだった」と話す。整形外科での治療については膝関節に注射を打っているとのこと。

・鹿原　博夫　様～就労状況について、現在はチラシ配りとメンテナンスを行っていると話している。体調は特変ないとのこと。

＜事例検討＞


カンファレンスシート（村上　元道様）

実施日：H28年10月27日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：慶長

検討内容目標と計画の評価

	氏名
	村上　元道様
	性別
	男
	年齢
	44
	生年月日
	S45.7.10

	主病名
	統合失調症
	合併症
	脂質代謝異常症

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上

対人関係の改善、作業能力・持続性の向上、病識を身に付ける

社会資源の利用

	本人希望
	現在の生活と仕事の継続。

	入院歴
	計3回（最終：H12年～H17年8月　青南病院）

	通所歴
	　2回目

· 前回：H17年8月～20年12月デイケア利用

· 今回：H20年12月3日～現在　　（週4回/月～木曜日）

	その他サービス利用
	うみねこ幸房

	住居：グループホーム「あおめ」
	家族構成　母、弟

	利用制度
	精神保健福祉手帳2級
	他　自立支援、生活保護

	備考：事例検討に必要な情報を記載




【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	自立した生活（仕事・単身生活・仕事による金銭の受給）
	①うみねこ幸房にて安定した作業を行うことが出来る
	①体調を整えながら、継続して作業を行えるようになる。
	①疲労感や頭痛に対処しながら仕事、生活を行っていく。自分で対処出来ていない場合には、アドバイスをし適切な対処を促す。

	
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、全般に極端さが目立つ為、自分で加減出来るようになる
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、本人の捉え方と現実の照合ができるようになる。
	②日常生活や幸房で感じたことや不安について相談出来るようになる。自分が疑問に思ったことや聞き返したい事を言葉で表現する。話を出来る場を提供すると共に、話し合った内容についてズレが生じないよう分かりやすい言葉、表現で話し合っていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①体調を整えながら、継続して作業を行えるようになる。
	・うみねこ幸房には継続して通っているが、遅刻をしていることが目立っているとの情報提供がある。本人に振り返りを行うと「やろうと思えば出来るから大丈夫」「夜に見たい番組があるから夜更かしはしちゃう」と話し、自覚は低い。現在の仕事への意識を確認すると、「あまり働きすぎると生保からお金取られちゃうから、自分で調整しながら仕事してる」とのこと。現在利用している施設がA型になった場合はやる気はあるが「話が見えないからやる気が起こらない」と話している。

・うみねこ幸房より、先週まで仕事を休みがちだったことから、先週金曜日に指導したとのこと。以降仕事への取り組み状況は良くなっているとの情報提供がある。

・ナイトケア利用については、「お金がないから」と話し、月1～2回程の来所となっている。7月は35%、8月9月は10%。必要性を伝え、利用回数を増やすよう促すが、利用回数に大きな変化は無い。疲労感と頭痛については、笑いながら「頭が痛い」と話しているが、特に問題は無いとの事。疲労感や頭痛の訴えが聞かれた時でも通常通りにナイトケアで過ごすことができており、訴えが過度になることはない。疲労への対処としてゆっくり休むように伝えているが、変わらず夜更かしをして睡眠不足になる日がある様子。

（達成度60%）
	体調管理は問題なく行えているようだが、仕事への取り組み状況は悪い状態であり、指導を要している。今後の仕事への希望は本人から聴取できていない為、来所時に本人の希望を確認し、今後の方向性を検討していくこととする。検討した後に、本人の仕事への取り組み状況を振り返りつつ、本人の希望に合わせた支援が行えるように目標計画を変更していく。

	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、本人の捉え方と現実の照合ができるようになる。
	・何か疑問に感じたことや、確認したいことについては、自分から相談や確認する事が出来ている。又、確認した内容についてはスタッフへ報告されており、正しく理解する事が出来ている様子。弟様の携帯電話料金の支払い等、生活面での対処が必要な場面が変わらずあるが、本人自身対処していることはない様子。

（達成度70%）
	生活面での対処はまだ必要であり、今後も計画を継続し、生活状況の確認を実施し、必要時には相談を促すなど、アドバイスを行っていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	自立した生活（仕事・単身生活・仕事による金銭の受給）
	①うみねこ幸房にて安定した作業を行うことが出来る
	①体調を整えながら、継続して作業を行えるようになる。

→本人と検討した後に目標を変更する。
	①疲労感や頭痛に対処しながら仕事、生活を行っていく。自分で対処出来ていない場合には、アドバイスをし適切な対処を促す。

→本人と検討した後に治療計画を変更する。

	
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、全般に極端さが目立つ為、自分で加減出来るようになる
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、本人の捉え方と現実の照合ができるようになる。
	②日常生活や幸房で感じたことや不安について相談出来るようになる。自分が疑問に思ったことや聞き返したい事を言葉で表現する。話を出来る場を提供すると共に、話し合った内容についてズレが生じないよう分かりやすい言葉、表現で話し合っていく。


